都道府県の人口等
都道府県を人口の多い順に並べた。上位４県を記載。
	都道府県
	人口
	面積
	人口密度

	東京都
	13216221
	2188.67
	6038.47

	神奈川県
	9072133
	2415.86
	3755.24

	大阪府
	8863324
	1901.42
	4661.42

	愛知県
	7425952
	5165.14
	1437.71

	全国
	127532028
	372923.77
	341.98


· 人口は2012年10月1日の推計人口。
· 面積は2012年10月1日の国土交通省国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」による（単位:平方km）。
· 人口密度は小数点以下第3位を四捨五入（単位:人/平方km）。


５年ごとに行われる「障害者雇用実態調査」
　厚生労働省は、５年ごとに障害者雇用実態調査を行っています。直近は 2008年現在の調査です。５人以上規模の事業所を無作為抽出して行った調査で、パーセンテージ(構成比)は調査結果から直接導き出された数値ですが、人数の方は復元推計値です。ただし、調査の回答数が少ないと妥当な復元推計を行えません。以下で示す細かな障害種類別の人数の多くは、復元推計値というよりも参考値です。
　この調査結果をみると、身体障害全体の雇用者数は、1998年の約40万人が最多で、その後は37万人、35万人程度という結果です。
　視覚障害者も同様の動向を示しており、1998年の4.3万人が最多、その後の２回は1.7万人(身体障害者のうち4.6％)、1.6万人(同4.5％)です。次項で触れる身体障害者実態調査(2006年７月現在)によれば、18歳以上の在宅身体障害者に占める視覚障害者の割合は8.9％です。それに比べると、雇用での視覚障害者が占める割合は低いといえます。
　以下、1993年、1998年、2003年、2008年の順に、身体障害雇用者の人数(単位：万人)とその比率を障害種類別に記します。括弧内は身体障害者全体に占める該当障害種類の比率。
	障害種別
	1993年
	1998年
	2003年
	2008年

	身体障害全体
	34.4(100%)
	39.6(100%)
	36.9(100%)
	34.6(100%)

	視覚障害
	2.3(6.7%)
	4.3(10.9%)
	1.7(4.6%)
	1.6(4.5%)

	聴覚言語障害
	5.8(16.8%)
	6.0(15.2%)
	5.9(16.0%)
	5.8(16.8%)。

	肢体不自由
	20.2(58.7%)
	21.4(54.0%)
	18.1(49.1%)
	12.7(36.6%)。

	内部障害
	5.2(15.1%)
	5.9(15.0%)
	7.4(20.1%)
	12.0(34.6%)。


　なお、この障害者雇用実態調査における身体障害者以外の復元推計値等は次のとおり。
i. 知的障害者： 7.3万人(復元推計値)
ii. 精神障害者： 2.9万人(参考値)
iii. 三障害の合計： 44.8万人
